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にかかわる諸々の事柄が， r学問Jも「真理」も， r美」も「善」も， r教え







































































そこで我々は，次に， この f教育j という用語に就いて多少まとまった考
察を施すことにしよう。
{附説:教育の定義] 教育の定義については，これまで実に色々な試みがな


















? ?? ? ??
我々は約束定義でもなくプログラム定義でもない，誰もがそう考えな1 
















































(創り)J とか， い技術J， い習慣J， い制度jなどとも言うではな






















































































えられているのである。 アリストテレスでも， 「不動の動者」 として くあ








22 我々 は， 既に見たように(第 13節参看)， 日常繰り返し， f善いj とか
「普く jないと フ。 同様に， 「悪いJとか「悪¥J ないと フ。 その 「善
いj とか「悪いj とかいう形容詞を名詞にしたものが「善さjであり， 「悪
さjである。換言すれば， 善悪というのは，形容詞から得られた派生語に外
ならない。詰り， さj という雷葉(或いは「惑さ」 という言葉)に過ぎな








23 人間本性に内蔵された働きがあるからこそ 人間は f善さj をナ求め





































































































































































































38 f善さj の判断においては， 一方では或る対象が「善いj と認められ
たりそう言われたりする事実があlJ，他方ではそうした様々な対象について
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達させること」に存すると主張する。 JohannesMessner， Das Gemeinwohl. Idee， 
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